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Classification of Impairments, Disabilities, and
Handicaps; ICIDH）が1980年より広く普及してきた。
2001年からは新たに生活モデルとして国際生活機能
分類（International Classification of Functioning,











































履修者64名の学生を 6 ゼミに配置し、 1 ゼミ当り
10～11名の学生と教員 1名により活動している。学






































































































第 1回目のアチーブメントテストは、2016年 5 月
19日 3 限（ 5月調査）に実施、第 2回目は各ゼミの























































































































4 - 1 - 1．語彙数から量的分析



































































図 5 5 月調査時の｢障害の受容過程｣の理解についてゼミ比較
図 6 7 月調査時の「障害の受容過程」の理解についてゼミ比較
つまり、テーマは「障害の受容過程」としている









4 - 2．「SCI の機能障害」の理解について









図 7 ｢SCI の機能障害」について語彙数の変化

























































図10 5 月調査時の｢SCI の機能障害｣の理解についてゼミ比較
図11 7 月調査時の｢SCI の機能障害｣の理解についてゼミ比較
4 - 3．「SCI の能力障害」の理解について










4 - 3 - 2．語句の内容から質的分析
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